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園だより 

 

保育目標 
【もも組】 
①一人遊びを十分に楽しみながら、次第に友だちといること、

一緒に遊ぶことの喜びを感じ、対人関係を広げていく。 

②戸外活動をとおして、夏から秋への季節の変化を感じる。 

③戸外で全身を動かして遊ぶ。 

【ゆり組】 

①十分体を動かして遊ぶことを楽しむ。 

②保育士に見守られながら、かんたんなみのまわりのことを 

自分でしようとする。 

今月の行事 
☆1日(金)…引き渡し訓練（避難訓練） 

☆4日(月)…身体測定 

☆4日(月)～8日(金)…１歳個人面談 

☆２８日(木)…誕生会 

※水あそびは、天候をみながら進めていきます！ 

※毎週水曜日は、かみしばい会です。 

 

 

 

この夏子どもたちは、夏まつりに水あそび、また氷に触れたり、絵の具を使って色水あそびを   

楽しんだり…この時期にしかできない、夏ならではのさまざまな遊びを体験しました。夏の遊びを満喫 

し、日焼けしてちょっぴりたくましささえ感じさせる顔は自信に溢れ、ひとまわり成長したように感じます。

自然と触れ合うことが多い夏のあそびは、子どもたちの好奇心が刺激され、さまざまなことに興味や関心を 

もって取り組もうとする 意欲的な姿』が見られるようになってきています。お子さんの自信が、これからの成長

へとさらにつながっていくよう、たくさんの たのしい♪』 おもしろい♪』を感じながら、 もっとやりたい♡』

 あれもやってみたい☆』という意欲へとつながっていきますよう、これからも多くの活動を経験できる環境を 

整えてまいりたいと思います。 

まだまだ残暑が厳しいですが、夏の名残を感じながらも、秋のにおいや気持ちよい風も感じられるようになり、  

少しずつ季節が移り変わっていることを感じます。暑い夏を元気に過ごしたお子さんも、そろそろ夏の疲れが  

出始める頃です。これからの季節は、 秋の長雨』と言われますように気候が不安定となり、気温の急激な変化に 

惑わされ体調を崩しやすくなります。園でも引き続き、こまめな水分補給、活動と休息のバランスをとる 

など、体への心配りをしながら健康に過ごせるようにしていきたいと思います      

職員一同、今月も元気に皆様の登園をお待ちしております。夏から秋への移り変わりを 

肌で感じながら、実りの秋を迎える準備を進めてまいります！ 

 

 

 

□足の幅が合っていて、足の甲がひもやマジックテープなど

で押さえられる。 

□つま先にゆとりがあって、足の指を動かすことができる。 

□指のつけ根部分が曲がりやすい。 

□かかとがぴったりと合っている。 

□靴底にクッション性があり、安定性がある。 

※この他にも通気性が良く、汚れたら洗える素材であること

なども考慮しましょう。 

 

     靴を選ぶポイント      

 

足にあった靴履いていますか？ 

 
すぐに成長するお子さんの足。あっという間に 

サイズアップ！気づかないまま足に合わない口を履かせて 

いませんか？足に合わない靴や傷んだ靴を履いていると、

足にさまざまな影響を及ぼします。大きすぎ、小さすぎの 

靴ではすぐに脱げてしまったり、きつくて足が痛くなり、 

戸外の活動に集中できなくなります。これから秋に向けて

外あそびに最適な季節となります。この機会に靴のサイズ

を見直してみましょう！足にあった靴を選び、思いきり 

外遊びを楽しませてあげたいですね。 

 

□子どもの手の届く場所に置いてはいけない物  

（薬、洗剤、たばこ、ライター、ポット、炊飯器、  

包丁など の刃物、針、子どもが飲み込める大きさ 

の細かい物など）  

□踏み台になる物はベランダに置かない 

□コンセントなどをいたずらできないようにする 

□遊び食べに注意（食べ物が喉に詰まることがある）  

□浴室には子ども１人で勝手に入れないよう工夫する 

                      など 

・・・家庭に潜む危険・・・ 

 

おうちの中にも事故やけが
を招く危険な物がたくさん
あります。 
事故を防ぐために、確認を 
してみましょう 

 

 


